
さっぽろ地域生活支援センター といろ通信

新年明けましておめでとうございます。本年も変わらぬおつきあいをどうぞよろしくお願いします。
今年はといろが２０２３年５月にオープンし早いもので３年目を迎えようとしています。３年目のといろはど

んな風に進んで行くんでしょうか？といろの名称由来でもある「十人十色」のスピリッツを大切に窮屈な枠にお
さまらないといろであり続けたいと思っています。

「といろ」の名称は、「十人十色」が由来であり、人は皆、様々な性格や特性をもっ
ていて、そのすべてを尊重し、寄り添いながら、その方に合った支援を・・・。
という思いが込められています。

といろの近況（クリスマス会2024.12.20）

編集後記
２０２４年もあっという間の１年でした。思え返せば幼少期の１年はとてもゆったりした時間の流れだったと記憶しています
が、年齢を重ねるごとにそのスピードは加速しているように感じてなりません。私だけでしょうか？ちなみに、１年が早く感
じる現象のことを「ジャネーの法則」と呼ぶそうです。人生のある時期に感じる時間の長さは年齢の逆数に比例するそうです。
年齢を重ねるにつれて自分の人生における１年の比率が小さくなるため、体感として１年が短く、時間が早く過ぎると感じら
れるらしいです。（例）５０歳の人間にとって、１年の長さは人生の５０分の１ほどですが、５歳の子供にとっては５分の１
に相当します。この「ジャネーの法則」を打ち破るには、夢や目標を持ち常に新しいことに挑戦し続けることが必要とのこと
です。私の勝手なイメージでは、老後はゆったりした時間が流れ、さぞのんびり過ごせるものかと勝手な妄想を抱いておりま
したが、そうでもないようですね。いくつになっても夢や目標を持ちつづけなくては・・・。私の小学生の頃の夢や目標とい
えば、ひいじいちゃんもいた４世代が家は別々でしたが、隣近所で暮らしていた影響もあり、早く総入れ歯になりたい（➜歯
磨きしなくても虫歯にならないから）や、早く隠居生活がしたい（➜学校に行って勉強しなくてもいいから）、といったどう
しようもないものでしたね。反省。今は、もう少しまともな夢や目標を見つけなければと思っています。（Ｋ・Ｒ）
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